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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体と、支持体表面に被覆されると共に転写と同時に支持体表面から剥離される耐水
性剥離層と、耐水性剥離層表面に被覆され、水性インクを吸収し、定着させると共に被転
写物表面に対する接着性を生じるインク受容層の３層からなるインクジェット用転写媒体
であって、前記耐水性剥離層がアクリル系樹脂からなり、且つ前記インク受容層が、水性
インクの吸収により被転写物表面との接着を可能にする粘着性を生じるアクリル系樹脂に
して、成分モノマー中におけるアミノ基含有アクリル系モノマーの割合が５～１００重量
％であるアクリル系樹脂からなるインクジェット用転写媒体のインク受容層表面に水性イ
ンクからなるインクジェットにより所望の画像を形成すると共にインク受容層が水性イン
クの吸収により被転写物表面との接着を可能にする粘着性を生じるようにした転写材を用
いた転写方法であり、前記転写材をそのインク受容層の画像形成面においてインク受容層
の粘着性により被転写物表面に接着させると共に支持体を耐水性剥離層から剥離除去し、
それによって被転写物表面に、画像が形成されたインク受容層とそれを覆う耐水性剥離層
とからなる転写層を形成すると共に所望の画像を被転写物上に転写するようにしたことを
特徴とする転写方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の転写方法により、被転写物表面に、画像が形成されたインク受容層と
それを覆う耐水性剥離層とからなる転写層を形成すると共に所望の画像を被転写物上に転
写してなる転写製品。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、インクジェット記録方式に用いられるインクジェット用記録媒体から得られ
た転写材を用いた転写方法及び転写製品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　表示又は装飾等のために被転写物上に文字、記号、図柄等の画像を転写する方法として
熱転写紙を用いることは周知である。熱転写紙は、紙や樹脂フィルム等からなるシート状
の支持体上に離型層を介して熱的に転写可能な転写層を設けた構成、或いは前記支持体上
に昇華性の転写層を設けた構成を有する。前記のように熱転写紙を用いて文字、記号、図
柄等の画像を被転写物上に転写する場合、シルクスクリーン印刷、グラビア印刷、オフセ
ット印刷等で所望の画像が支持体上の転写層に形成され、得られた転写材から前記転写層
が被転写物表面に熱接着されると共にそれによって前記画像が被転写物上に転写されるこ
とになる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上記のような印刷手段により文字、記号、図柄等の画像を転写層に形成
する方法は、同一の画像が形成された転写材を多量に製造するには適しているものの、少
量生産の場合は、高額な製版費のために転写材のコストが著しく嵩むという問題がある。
【０００４】
　本発明の課題は、インクジェットプリンタで文字、記号、図柄等の画像を転写層に形成
することにより転写材の少量生産も低コストで実現可能であり、しかも転写工程で得られ
た転写製品上における転写層中の画像の耐水性及び耐久性が良好であるインクジェット用
転写媒体から得られた転写材を用いた転写方法及び転写製品を提供することにある。
【０００５】
　さらに、本発明の別の課題は、転写材中の転写層を、熱を利用することなしに被転写物
表面に接着することにより、所望の画像を非加熱下に被転写物上に転写することができる
インクジェット用転写媒体から得られた転写材を用いた転写方法及び転写製品を提供する
ことにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　前記課題は、本発明により解決することができる。
　請求項１に記載の発明に係る転写方法は、支持体と、支持体表面に被覆されると共に転
写と同時に支持体表面から剥離される耐水性剥離層と、耐水性剥離層表面に被覆され、水
性インクを吸収し、定着させると共に被転写物表面に対する接着性を生じるインク受容層
の３層からなるインクジェット用転写媒体であって、前記耐水性剥離層がアクリル系樹脂
からなり、且つ前記インク受容層が、水性インクの吸収により被転写物表面との接着を可
能にする粘着性を生じるアクリル系樹脂にして、成分モノマー中におけるアミノ基含有ア
クリル系モノマーの割合が５～１００重量％であるアクリル系樹脂からなるインクジェッ
ト用転写媒体のインク受容層表面に水性インクからなるインクジェットにより所望の画像
を形成すると共にインク受容層が水性インクの吸収により被転写物表面との接着を可能に
する粘着性を生じるようにした転写材を用いた転写方法であり、前記転写材をそのインク
受容層の画像形成面においてインク受容層の粘着性により被転写物表面に接着させると共
に支持体を耐水性剥離層から剥離除去し、それによって被転写物表面に、画像が形成され
たインク受容層とそれを覆う耐水性剥離層とからなる転写層を形成すると共に所望の画像
を被転写物上に転写するようにしたことを特徴としている。
【０００７】
　また、請求項２に記載の発明に係る転写製品は、前記転写方法により、被転写物表面に
、画像が形成されたインク受容層とそれを覆う耐水性剥離層とからなる転写層を形成する
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と共に所望の画像を被転写物上に転写してなるものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を挙げて、本発明を詳細に説明する。
　本発明に使用する支持体は、耐水性剥離層及びインク受容層を支持するに耐え得る強度
と、必要に応じて耐熱性、耐水性、耐溶剤性等を有するものであれば特に限定されるもの
ではなく、例えば紙やＰＰ（ポリプロピレン）、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）
、ナイロン、アセテート等のプラスチックフィルム、或いは天然又は合成繊維等が挙げら
れるが、後の転写工程における作業性等を考慮すれば紙やプラスチックフィルムを使用す
ることが好ましい。
【０００９】
　前記支持体表面には耐水性剥離層が剥離可能に被覆される。耐水性剥離層としては、シ
リコン、ワックス、樹脂等が挙げられるが、後の転写工程における作業性や転写工程で得
られた転写製品上における転写層中の画像の耐久性等を考慮して、樹脂成分からなるもの
が選択される。前記耐水性剥離層は、支持体に対し再剥離可能な仮接着性を有するもので
もよい。
【００１０】
　前記耐水性剥離層を構成する樹脂成分として、特にアクリル系樹脂からなるものが、転
写工程における支持体との剥離性や得られた転写製品上における転写層中の画像の耐久性
、耐水性等を確保する上で必要とされる。前記アクリル系樹脂の成分モノマーとしては、
（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸塩、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メ
タ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、２－
エチルヘキシル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸アルキルエステル類、ヒド
ロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、ヒドロ
キシブチル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸ヒドロキシアルキルエステル類
等が例示できるが、中でも（メタ）アクリル酸アルキルエステル類を主成分とするものの
方が、後の転写工程における支持体との剥離性及び得られた転写製品上における転写層中
の画像の耐水性が良好である。上記耐水性剥離層には可塑剤や離型剤等が混合されていて
も良い。また、前記アクリル系樹脂は、成分モノマーの一部としてアクリル系モノマーと
共重合可能でアクリル系以外のモノマー（例えば、スチレン、酢酸ビニル等）を含むもの
であってもよい。
【００１１】
　さらに、前記耐水性剥離層表面にはインク受容層が被覆される。このインク受容層は、
水性インクを吸収し、定着させるものであり、水性インクの吸収性及び定着性を高めるた
めに樹脂成分を含有し、そのような樹脂成分としてアクリル系樹脂が選択される。前記イ
ンク受容層には、必要に応じて多孔質無機粒子や界面活性剤を含有させてもよい。
【００１２】
　また、前記インク受容層は、水性インクを吸収することにより軟化し、粘着性を生じる
ものであり、このようなインク受容層は、転写工程において、熱等を利用せずに、前記粘
着性を利用して被転写物表面に接着させることができる。
【００１３】
　前記のように、インクの吸収により生じる粘着性を利用して、被転写物に対する特に良
好な接着を可能とし、且つインクの吸収性、定着性に優れる樹脂成分としては、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）ア
クリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチル
アミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリ
ルアミド等のアミノ基含有（メタ）アクリレートを成分モノマーとするアクリル系樹脂が
選択される。
　前記アクリル系樹脂は、成分モノマーの一部として前記アクリル系モノマーと共重合可
能でアクリル系以外のモノマー（例えば、スチレン、酢酸ビニル等）を含むものであって
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もよい。
【００１４】
　特に水性インクに対する吸収性及び定着性を有し、且つ水性インクを吸収することによ
り粘着性を生じるようなアクリル系樹脂として、アミノ基含有アクリル系モノマー単独を
重合させたもの、又はアミノ基含有アクリル系モノマーに他のアクリルモノマーを共重合
させたものが選択される。その場合におけるアクリル系樹脂中のアミノ基含有アクリル系
モノマーの割合は、成分モノマー中で５～１００重量％であることが必要であり、この範
囲で特に優れた水性インクの吸収性及び定着性を示す。
【００１５】
　また、前記のアクリル系樹脂として、両性アクリル系樹脂からなるものも好適に使用す
ることができる。例えば、モノマー成分としてアミノ基含有アクリル系モノマーとカルボ
キシル基含有モノマーを含む樹脂やベタイン型、スルホベタイン型の基を有するアクリル
系樹脂等を挙げることができる。
　支持体表面に順次被覆される耐水性剥離層及びインク受容層の一方又は両方に、インク
ジェットで形成された画像の耐光性を確保するために紫外線吸収剤を含有させてもよく、
また必要に応じてその他の各種添加剤を加えてもよい。
【００１６】
　前記耐水性剥離層やインク受容層の膜厚は特に限定されるものではない。例えば、支持
体が一般的なＰＥＴフィルムその他の樹脂フィルムや紙等からなる場合に、該支持体上に
塗工等により形成される耐水性剥離層の膜厚は、好ましくは乾燥状態で１～１００μｍ、
特に好ましくは１～６０μｍであり、中でも３～３０μｍが最適である。
　耐水性剥離層の膜厚が前記範囲にある場合に、特に、転写工程に際して耐水性剥離層と
支持体とが良好に剥離できなかったり、剥離時に耐水性剥離層が割れてしまったり、得ら
れた転写製品上における転写層中の画像の耐水性が不十分であるといった問題が生じにく
い。
【００１７】
　また、耐水性剥離層上に塗工等により形成されるインク受容層の膜厚は、好ましくは乾
燥状態で１～７０μｍ、特に好ましくは１～５０μｍであり、中でも３～３０μｍが最適
である。インク受容層の膜厚が前記範囲にある場合に、特に水性インクの吸収性及び定着
性が良好で高画質印刷が可能であり、得られた転写製品上における転写層のインク受容層
側面から水が浸入して内部の画像の耐水性が悪くなる等の問題が生じにくい。
【００１８】
　前記のようにして得られたインクジェット用転写媒体は、そのインク受容層が有する優
れたインク吸収性及び定着性のため、インクジェットプリンタによる高画質印刷が可能で
ある。
【００１９】
【実施例】
　図１～４は本発明の実施例に係るインクジェット用転写媒体を用いて転写製品を得るま
での各工程を説明するものであり、図１は本発明の実施例に係るインクジェット用転写媒
体の断面図、図２は図１に示すインクジェット用転写媒体から得られた転写材の断面図、
図３は転写工程において図２に示す転写材をそのインク受容層の画像形成面において被転
写物表面に接着させた状態を示す断面図、図４は転写工程において図３に示す被転写物上
に接着された転写材の耐水性剥離層から支持体を剥離させて転写製品を得る状態を示す断
面図である。
【００２０】
　図１において、支持体１表面に耐水性剥離層２が剥離可能に被覆されると共に、該耐水
性剥離層２表面にインク受容層３が被覆され、該インク受容層３は、水性インクを吸収し
、定着させると共に、水性インクの吸収により生じる粘着性により被転写物表面に対する
接着性を生じるものである。前記支持体１、耐水性剥離層２及びインク受容層３の各部材
によりインクジェット用転写媒体Ａが構成されている。
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【００２１】
　図２において、前記インクジェット用転写媒体Ａにおけるインク受容層３の表面に水性
インクからなるインクジェットにより所望の画像４が形成され、それらの部材により転写
材Ｂが構成されている。
【００２２】
　図３において、前記転写材Ｂがそのインク受容層３の画像形成面において被転写物５表
面に接着されている。その接着は、水性インクの吸収により生じたインク受容層３の粘着
性を利用して行われる。
【００２３】
　図４において、被転写物５上に接着された転写材Ｂの耐水性剥離層２から支持体１が剥
離され、それによって、被転写物５表面に、画像４が形成されたインク受容層３とそれを
覆う耐水性剥離層２とからなる転写層Ｃが形成されてなる転写製品Ｄが得られる。この場
合、画像４が形成されたインク受容層３は耐水性剥離層２で覆われているので、特に水性
インクを使用するインクジェット印刷で形成された画像４について耐水性の非常に優れた
ものとなる。
【００２４】
【発明の効果】
　請求項１に記載の発明に係る転写方法は、以上のように構成され、インクジェットプリ
ンタで文字、記号、図柄等の画像を転写層に形成することにより転写材の少量生産も低コ
ストで実現可能であり、しかも転写工程で得られた転写製品上における転写層中の画像の
耐水性及び耐久性が良好であるインクジェット用転写媒体から得られた転写材を用いて、
所望の画像を被転写物上に良好な耐水性及び耐久性下に転写することができる。
【００２５】
　なお、前記インクジェット用転写媒体では、アクリル系樹脂からなる耐水性剥離層の使
用により、転写工程における支持体との剥離性や得られた転写製品上における転写層中の
画像の耐久性、耐水性等において好ましいものとなる。さらに、前記インクジェット用転
写媒体では、水性インクの吸収により粘着性を生じるインク受容層の使用により、転写工
程において、熱等を利用せずに、前記粘着性を利用してインク受容層の画像表示面を被転
写物表面に接着させることができる。さらにまた、前記インクジェット用転写媒体では、
前記インク受容層として、成分モノマー中におけるアミノ基含有アクリル系モノマーの割
合が５～１００重量％であるアクリル系樹脂を採用することにより、水性インクの吸収に
より生じる粘着性を利用した、被転写物に対する特に良好な接着を可能とし、且つ水性イ
ンクの吸収性、定着性に優れるインク受容層を形成し易くなる。
【００２６】
　請求項２に記載の発明に係る転写製品は、前記転写方法により得られ、画像が形成され
たインク受容層が耐水性剥離層で覆われているので、転写層中の画像は耐水性及び耐久性
に優れたものとなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例に係るインクジェット用転写媒体の断面図である。
【図２】　図１に示すインクジェット用転写媒体から得られた転写材の断面図である。
【図３】　転写工程において図２に示す転写材をそのインク受容層の画像形成面において
被転写物表面に接着させた状態を示す断面図である。
【図４】　転写工程において図３に示す被転写物上に接着された転写材の耐水性剥離層か
ら支持体を剥離させて転写製品を得る状態を示す断面図である。
【符号の説明】
　　１　支持体
　　２　耐水性剥離層
　　３　インク受容層
　　４　画像
　　５　被転写物
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　　Ａ　インクジェット用転写媒体
　　Ｂ　転写材
　　Ｃ　転写層
　　Ｄ　転写製品

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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